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研究成果の概要（和文）：太古代—原生代の海洋底断面復元プロジェクトは，当時の海底熱水系・

生物生息場変遷史を解くために，当時の海洋底を形成していた岩石が保存良く露出している場所

について，詳細な地質調査・陸上掘削・サンプルの化学分析を行った．特に32億年前の海洋底の

陸上掘削は長さ200mの地層を掘り抜き新鮮な岩石サンプルを取得した．当時すでに大量の有機物

が海に沈殿していることがわかり，当時の生物活動が推定された． 

 
研究成果の概要（英文）：Reconstracted ocean floor environment at Acehan and Proterozoic 
Project focus to deep sea sedimentary rocks which destributed well preserved 
stratigraphic condition portion. We did geological mapping, drilling and geochemical 
analysis.Especially, DXCL drilling project successfully done in 2007. We get 200m long 
3.2Ga sedimentary sequence and get Organic carbon rich black shale’s sequence. These 
result shows very wide and intense biological activity already occur in this time. 
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１．研究開始当初の背景 
太古代における海底環境について，ほとんど
わかっておらず，具体的な地層層序を明らか
にし，新鮮なサンプルを取ることにより，深

海底環境の解明が重要である． 
 
２．研究の目的 
太古代から原生代にかけての深海底環境の
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復元を，地層層序・化学分析値変化から明ら
かにする．当時の表層環境・生物活動変遷を
明らかにする． 
 
３．研究の方法 
1)オーストラリア 32 億年前ピルバラDXCL 
掘削， 2)南アフリカ 34-32 億年前のバーバ
ートン帯調査，3)カナダ 19 億年前フリンフ
ロンコア調査，4）ガーナ 19 億年間グリーン
ストーン帯調査 を行い，太古代—原生代の深
海底環境を明らかにする． 
 
４．研究成果 
(1)オーストラリア 32億年前ピルバラDXCL掘

削，(2)カナダ 19億年前フリンフロンコア調

査，(３）ガーナ 19億年間グリーンストーン

帯調査 を行い，現在それぞれで得たデータ

の処理・解析中である． 

(1) DXCL掘削について: 合計200mの掘削を

行い，a)黒色頁岩，b)chert-pyrite lamina

を堀抜いた．これは今までに報告のない新

鮮で連続したサンプルであり，当初の予測

であるデキソンアイランド層の黒色頁岩—

縞状鉄鉱層地層層序のトップの縞状鉄鉱

層は実は黄鉄鉱であることが明らかにな

った．これは鉄分の沈殿が嫌気性の海底で

起こり，硫黄同位体のばらつきによりバク

テリアの活動が示唆される． 

 
図１オーストラリアDXCL掘削地点の層序 

 

(2) カナダフリンフロン帯：連続400mの連

続コアについて，有機物に富む黒色頁岩と

タービダイト性の細粒砂岩層の互層のサ

ンプリングに成功した．本地域は島弧衝突

帯であり，時代の違いによる海底堆積物の

変化を読み取るには絶好の場所である． 

(3) ガーナグリーンストーン帯：ガーナ西

部のTakuwan緑色岩帯にて予察的な調査を

行った．グリーンストーン帯は西アフリカ

と中央アフリカの衝突部に位置し，変形作

用や変成作用（角閃岩）はあるものの枕状

溶岩と火山性砕屑物・黒色頁岩層が繰り返

す地質体であり，島弧衝突帯での海底堆積

物を保存していることが明らかになった． 

 

類似したテクトニクス場での海底堆積物は，
いずれも黒色頁岩（チャート）からなり，当
時の海底における嫌気性場が記録されてい
る．しかし，熱水活動を指示する脈の痕跡な
どは原生代の地層には見られず，太古代の海
底での海底熱水活動の広がり・分布は当時の
海底の異常さを示す，重要な要素であること
が明らかになってきた． 
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